
一
九
九
○
年
代
以
降
、
開
発
途
上
国
（
と
く
に

新
興
市
場
諸
国
）
へ
の
資
金
流
入
量
は
飛
躍
的
に

増
加
し
た
。
金
融
自
由
化
を
背
景
に
、
こ
れ
ら
資

金
の
大
半
（
一
九
九
○
年
代
で
は
六
〜
八
割
）
は

途
上
国
の
民
間
部
門
に
流
れ
、
各
地
で
投
資
ブ
ー

ム
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
資
本
市
場
動
向
の
変
化
の
な
か
で
、

途
上
国
特
有
の
脆
弱
性
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き

た
。
途
上
国
の
民
間
部
門
が
社
債
・
銀
行
借
入
れ

等
を
用
い
て
国
際
資
本
市
場
か
ら
資
金
調
達
を
す

る
際
、
自
国
通
貨
建
て
の
借
入
れ
を
行
う
こ
と
は
、

先
進
国
の
場
合
よ
り
も
困
難
を
伴
う
。
こ
の
結
果
、

民
間
負
債
に
占
め
る
外
貨
建
て
債
務
の
割
合
は
、

先
進
国
よ
り
も
途
上
国
の
方
が
高
く
な
る
傾
向
が

あ
る
（
参
考
文
献
②
）。
高
水
準
の
外
貨
建
て
債

務
は
、
為
替
レ
ー
ト
が
安
定
し
資
本
流
入
が
続
い

て
い
る
間
は
問
題
と
な
ら
な
い
が
、
ひ
と
た
び
資

本
流
入
の
途
絶
・
為
替
減
価
が
生
じ
る
と
、
債
務

者
の
実
質
返
済
負
担
（
自
国
通
貨
換
算
の
債
務
返

済
額
）
を
増
加
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
不
況
を
誘
発
す
る
リ
ス
ク
を
持
つ
。

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は
、
一
九
九
四
年
の
メ
キ

シ
コ
・
ペ
ソ
危
機
を
端
緒
と
す
る
一
連
の
通
貨
・

金
融
危
機
の
中
で
現
実
化
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
と

し
て
、
近
年
、
多
く
の
途
上
国
で
現
地
通
貨
建
て

借
入
れ
比
率
の
引
き
上
げ
、
外
貨
準
備
積
み
上
げ

な
ど
の
対
応
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
東
・
南
欧
諸

国
（
と
く
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ト
ル
コ
）
を
中
心
に
、

高
水
準
の
外
貨
建
て
債
務
（
お
よ
び
経
常
収
支
赤

字
）
の
問
題
は
残
存
し
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

上
記
の
よ
う
な
現
実
を
受
け
、
過
去
一
○
年
ほ

ど
の
間
、
通
貨
・
金
融
危
機
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関

す
る
研
究
の
蓄
積
が
急
速
に
進
ん
だ
。
こ
の
過
程

で
、
外
貨
建
て
債
務
が
途
上
国
経
済
を
不
安
定
化

さ
せ
る
様
々
な
経
路
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
諸
経
路
に
関
す
る
先
行
研
究

の
要
点
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
先
行
研
究
で
は

捨
象
さ
れ
て
い
た
経
路
に
関
す
る
筆
者
自
身
の
研

究
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、

途
上
国
に
お
け
る
実
質
為
替
レ
ー
ト
と
国
内
生
産

量
の
動
向
を
分
析
す
る
た
め
の
基
本
枠
組
み
を
提

示
す
る
。
次
に
、
基
本
枠
組
み
に
準
拠
し
つ
つ
、

外
貨
建
て
債
務
に
関
す
る
多
く
の
先
行
研
究
に
共

通
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
為
替
減
価
の
設
備
投
資
抑

制
効
果
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
先
行
研

究
で
は
欠
落
し
て
い
る
別
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
外
貨
建

て
債
務
の
価
格
調
整
抑
制
効
果
）
に
つ
い
て
、
先

行
研
究
と
対
比
し
つ
つ
略
述
す
る
。

●
分
析
の
基
本
枠
組
み

ま
ず
、
外
貨
建
て
債
務
の
影
響
が
無
視
で
き
る

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
・
ケ
ー
ス
を
見
て
み
る
。
単
純
化

の
た
め
、
名
目
価
格
は
伸
縮
的
で
貨
幣
数
量
説
・

購
買
力
平
価
説
が
常
時
成
立
し
て
い
る
と
す
る
と
、

変
動
相
場
制
下
で
の
小
国
開
放
経
済
の
均
衡
決
定

過
程
は
図
１
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
（
全
市
場
と

も
完
全
競
争
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
す
る
）。
図

中
の
曲
線
AD
が
需
要
サ
イ
ド
（
財
市
場
）
の
均
衡

条
件
、
曲
線
AS
が
供
給
サ
イ
ド
（
労
働
市
場
）
の

均
衡
条
件
、
横
軸
が
国
内
総
生
産
（
Ｙ
）
を
表
わ

（
Ｙ
）
を
表
わ

を
表
わ

し
て
い
る
点
で
、
閉
鎖
経
済
の
総
需
要
・
総
供
給

モ
デ
ル
と
類
似
し
て
い
る
が
、
縦
軸
が
自
国
財
価

格
（
Ｐ
）
で
な
く
、
自
国
財
価
格
（
Ｐ
）
を
外
国

（
Ｐ
）
で
な
く
、
自
国
財
価
格
（
Ｐ
）
を
外
国

で
な
く
、
自
国
財
価
格
（
Ｐ
）
を
外
国

（
Ｐ
）
を
外
国

を
外
国

財
価
格
（

E×P*
、
た
だ
し
Ｅ
は
名
目
為
替
レ
ー
ト
、

P*
は
外
国
財
の
国
際
価
格
）
で
割
っ
た
自
国
財
相

対
価
格
（
ｑ
）
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い

（
ｑ
）
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い

と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い

る
（
自
国
財
と
外
国
財
は
異
質
の
た
め
、
完
全
代

替
的
で
は
な
い
と
仮
定
す
る
）。

図
１
の
右
下
が
り
の
曲
線
AD
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
単
純
で
あ
る
。
名
目
為
替
レ
ー
ト
（
Ｅ
）
が

（
Ｅ
）
がが

減
価
し
、
外
国
財
価
格
（

E×P*
）
が
自
国
財
価
格

外
貨
建
て
債
務
と
企
業
行
動

特集／開発途上国における金融的脆弱性
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（
Ｐ
）
よ
り
も
割
高
に
な
る
と
、
自
国
財
相
対
価

よ
り
も
割
高
に
な
る
と
、
自
国
財
相
対
価

格
（
ｑ
）
は
低
下
す
る
。
こ
の
よ
う
な
実
質
為
替

（
ｑ
）
は
低
下
す
る
。
こ
の
よ
う
な
実
質
為
替

は
低
下
す
る
。
こ
の
よ
う
な
実
質
為
替

レ
ー
ト
の
減
価
は
自
国
財
の
価
格
競
争
力
を
高
め
、

輸
出
の
増
加
を
通
じ
て
総
需
要
（
Ｙ
）
を
拡
大
す

（
Ｙ
）
を
拡
大
す

を
拡
大
す

る
。図

１
の
右
上
が
り
の
曲
線
AS
は
、
労
働
者
が
自

国
財
の
み
で
な
く
外
国
財
も
消
費
す
る
こ
と
か
ら

生
じ
る
。
自
国
財
価
格
と
名
目
賃
金
が
同
一
で
も
、

外
国
財
価
格
が
上
昇
す
る
と
、
企
業
は
労
働
者
の

確
保
が
難
し
く
な
り
、
収
益
の
圧
迫
要
因
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
自
国
財
相
対
価
格
（
ｑ
）
が
低
い

（
ｑ
）
が
低
い

が
低
い

（
外
国
財
価
格
が
相
対
的
に
高
い
）
場
合
に
は
自

国
財
の
供
給
量
（
Ｙ
）
は
少
な
く
な
る
。

（
Ｙ
）
は
少
な
く
な
る
。

は
少
な
く
な
る
。

均
衡
に
お
け
る
相
対
価
格
と
産
出
量
は
図
１
の

曲
線
AD
、
AS
の
交
点
Ｅ
で
与
え
ら
れ
る
。
図
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
均
衡
Ｅ
は
一
意
か
つ
安
定
と
な

る
。
負
の
対
外
シ
ョ
ッ
ク
（
輸
出
需
要
の
急
落
な

ど
）
は
曲
線
AD
を
点
線
の
よ
う
に
左
シ
フ
ト
さ
せ
、

均
衡
を
図
１
の
点
Ｅ
か
ら
点
E’
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
。

こ
の
結
果
、
自
国
財
相
対
価
格
は
低
下
（
実
質
為

替
レ
ー
ト
は
減
価
）
し
、
産
出
量
は
減
少
す
る
。

●
外
貨
建
て
債
務
と
設
備
投
資

外
貨
建
て
債
務
と
途
上
国
経
済
の
脆
弱
性
に
関

す
る
先
行
研
究
の
中
核
を
な
す
前
提
は
、
企
業
の

借
入
制
約
の
存
在
で
あ
る
。
資
本
市
場
が
完
全
で

企
業
が
借
入
れ
制
約
を
受
け
な
い
場
合
、
各
企
業

の
設
備
投
資
量
は
当
該
投
資
の
収
益
性
と
機
会
費

用
に
の
み
依
存
し
、
企
業
の
財
務
状
況
（
内
部
資

金
や
担
保
可
能
資
産
の
額
な
ど
）
の
影
響
を
受
け

な
い
。
し
か
し
、
情
報
の
非
対
称
性
な
ど
資
本
市

場
の
不
完
全
性
か
ら
借
入
れ
制
約
が
存
在
す
る
場

合
に
は
、
財
務
体
質
の
弱
い
（
内
部
資
金
や
担
保

可
能
資
産
額
が
少
な
い
）
企
業
は
十
分
な
資
金
が

調
達
で
き
ず
、
各
企
業
の
設
備
投
資
量
は
財
務
状

況
に
も
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

上
記
の
前
提
を
、
外
貨
建
て
債
務
を
負
う
企
業

に
当
て
は
め
る
と
、
為
替
レ
ー
ト
の
減
価
が

「（
自
国
通
貨
換
算
の
）
債
務
負
担
の
増
加
↓
純

資
産
額
の
低
下
↓
借
入
可
能
資
金
量
の
減
少
」
と

い
う
経
路
を
通
じ
て
設
備
投
資
量
を
減
少
さ
せ
う

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ク
ル
ー
グ
マ
ン
（
参
考
文
献

③
）、
ア
ギ
オ
ン
他
（
参
考
文
献
①
）
な
ど
を
嚆

矢
と
す
る
先
行
研
究
は
、
す
べ
て
こ
の
設
備
投
資

抑
制
効
果
に
立
脚
し
て
い
る
。

設
備
投
資
に
関
す
る
以
上
の
議
論
を
ふ
ま
え
、

外
貨
建
て
債
務
（
お
よ
び
借
入
れ
制
約
）
の
効
果

を
前
節
の
枠
組
み
に
即
し
て
図
示
す
る
と
、
図
２

の
よ
う
に
な
る
。
供
給
サ
イ
ド
の
条
件
は
、
前
節

と
同
様
右
上
が
り
の
曲
線
AS
で
表
わ
さ
れ
る
が
、

需
要
サ
イ
ド
の
条
件
は
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に

よ
り
複
雑
と
な
る
。

前
節
と
同
様
、
自
国
財
相
対
価
格
（
ｑ
）
の
低

（
ｑ
）
の
低
の
低

下
（
実
質
為
替
減
価
）
は
輸
出
を
増
加
さ
せ
る
効

果
を
持
つ
が
、
同
時
に
実
質
返
済
負
担
の
増
加
を

通
じ
て
投
資
を
減
少
さ
せ
る
効
果
を
持
ち
う
る
。

総
需
要
（
Ｙ
）
へ
の
影
響
は
こ
れ
ら
相
反
す
る
二

（
Ｙ
）
へ
の
影
響
は
こ
れ
ら
相
反
す
る
二

へ
の
影
響
は
こ
れ
ら
相
反
す
る
二

つ
の
効
果
の
大
小
関
係
に
依
存
す
る
。
ｑ
の
値
が

非
常
に
高
く
、
実
質
債
務
負
担
が
小
さ
い
と
き
に

は
、
借
入
れ
制
約
は
効
か
ず
、
ｑ
の
低
下
（
実
質

為
替
減
価
）
は
輸
出
増
の
効
果
を
通
じ
て
Ｙ
を
増

加
さ
せ
る
。
こ
の
結
果
、
曲
線
AD
は
右
下
が
り
と

な
る
。
ま
た
、
ｑ
の
値
が
非
常
に
低
く
、
実
質
債

務
負
担
が
大
き
い
と
き
に
は
投
資
は
す
で
に
下
限

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
た
め
、
ｑ
の
低
下
は
輸
出

増
の
効
果
の
み
を
通
じ
て
Ｙ
を
増
加
さ
せ
、
曲
線

AD
は
や
は
り
右
下
が
り
に
な
る
。
一
方
、
ｑ
の
値

が
中
間
的
な
場
合
に
は
、
ｑ
の
低
下
の
投
資
抑
制

効
果
が
輸
出
促
進
効
果
を
上
回
り
、
Ｙ
が
減
少
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
曲
線
AD
は
右
上

が
り
と
な
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
曲
線
AD
は

図
２
の
よ
う
に
逆
Ｓ
字
型
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

曲
線
AD
が
図
２
の
よ
う
に
屈
曲
す
る
結
果
、
曲

線
AS
と
の
交
点
が
複
数
生
じ
、
均
衡
は
一
意
に
定

ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
図
２
の
場
合
、
経
済

に
は
Ｈ
、
Ｍ
、
Ｌ
の
三
点
で
表
わ
さ
れ
る
三
つ
の

均
衡
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
う
ち
、

安
定
な
均
衡
点
Ｈ
、
Ｌ
に
注
目
す
る
と
、
Ｈ
は
自

Y

E

E’
AD

 AS

AD’ 

q≡P／(EP*)
図 1�����������������������������������������������������������

q

AD

Y

AS

H

L

M
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国
財
相
対
価
格
が
高
く
（
自
国
通
貨
が
強
く
）、

投
資
・
産
出
量
と
も
に
多
い
高
位
均
衡
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
Ｌ
は
自
国
財
相
対
価
格
が
低
く

（
自
国
通
貨
が
弱
く
）、
投
資
・
産
出
量
と
も
少

な
い
低
位
均
衡
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
（
選
好
、
技
術
に

関
す
る
条
件
）
が
同
一
で
も
、
実
質
為
替
レ
ー
ト

に
関
す
る
期
待
に
差
異
が
あ
る
と
、
実
現
す
る
均

衡
は
大
き
く
異
な
っ
て
し
ま
う
。

通
貨
・
金
融
危
機
は
、
突
然
の
期
待
の
変
化
に

起
因
す
る
高
位
均
衡
（
図
２
の
点
Ｈ
）
か
ら
低
位

均
衡
（
点
Ｌ
）
へ
の
移
行
と
し
て
解
釈
で
き
る
。

ま
た
、
外
貨
建
て
債
務
（
お
よ
び
借
入
れ
制

約
）
の
不
安
定
化
効
果
と
は
、
経
済
の
性
質
を
図

１
の
よ
う
な
一
意
均
衡
か
ら
図
２
の
よ
う
な
複
数

均
衡
に
変
え
て
し
ま
う
こ
と
と
し
て
解
釈
で
き
る
。

●
外
貨
建
て
債
務
と
価
格
調
整

前
節
で
見
た
先
行
研
究
で
は
、
外
貨
建
て
債
務

は
設
備
投
資
を
通
じ
て
実
体
経
済
に
影
響
を
与
え

て
お
り
、
企
業
の
生
産
活
動
を
直
接
制
約
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
分
析
の
主
眼
は
設

備
投
資
支
出
を
中
心
と
す
る
需
要
サ
イ
ド
に
置
か

れ
、
各
企
業
の
価
格
設
定
過
程
な
ど
供
給
サ
イ
ド

は
極
力
単
純
化
さ
れ
て
い
た
。
以
下
で
は
、
先
行

研
究
を
補
完
す
る
た
め
、
外
貨
建
て
債
務
が
供
給

サ
イ
ド
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
を
探
っ
て
み
る
。

供
給
サ
イ
ド
の
分
析
の
鍵
と
な
る
の
は
、
企
業

の
資
金
繰
り
と
利
潤
の
関
係
で
あ
る
。
期
末
に
一

定
額
│
例
え
ば
元
利
合
計
で
一
○
万
ド
ル
│
の
返

済
義
務
を
負
う
企
業
に
と
っ
て
、
返
済
資
金
の
調

達
方
法
は
一
般
に
三
通
り
あ
る
。
第
一
は
手
持
ち

の
資
産
（
預
金
、
受
取
手
形
、
債
券
等
）
を
一
○

万
ド
ル
分
取
り
崩
す
こ
と
、
第
二
は
一
○
万
ド
ル

分
の
つ
な
ぎ
融
資
を
と
り
つ
け
る
こ
と
、
第
三
に

当
期
利
潤
（
営
業
利
益
）
か
ら
一
○
万
ド
ル
分
捻

出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
二
つ
の
手
法
を
合

わ
せ
て
も
調
達
可
能
金
額
が
一
○
万
ド
ル
に
満
た

な
い
場
合
、
当
該
企
業
は
い
わ
ゆ
る
自
転
車
操
業

状
態
と
な
り
、
返
済
資
金
の
不
足
額
を
当
期
利
潤

で
カ
バ
ー
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
以
下
で

は
、
過
去
に
何
ら
か
の
理
由
（
貸
し
出
し
ブ
ー
ム

な
ど
）
で
多
額
の
外
貨
建
て
債
務
が
積
み
上
げ
ら

れ
、
自
国
の
企
業
部
門
全
体
が
自
転
車
操
業
状
態

に
あ
る
（
債
務
返
済
資
金
を
当
期
利
潤
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
い
）
と
仮
定
す
る
。

上
記
の
返
済
資
金
制
約
と
と
も
に
、
供
給
サ
イ

ド
の
分
析
の
も
う
一
つ
の
鍵
と
な
る
の
は
、
自
国

財
の
価
格
形
成
過
程
で
あ
る
。
前
節
ま
で
は
自
国

企
業
が
プ
ラ
イ
ス
・
テ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
仮
定
し

て
い
た
が
、
以
下
で
は
自
国
財
産
業
の
内
部
で
独

占
的
競
争
を
展
開
し
て
い
る
プ
ラ
イ
ス
・
セ
ッ
タ

ー
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
各
企
業
は
、

競
合
他
社
の
製
品
価
格
、
外
国
財
価
格
、
生
産
要

素
価
格
（
賃
金
）
等
を
所
与
と
し
つ
つ
、
自
社
製

品
の
価
格
を
自
ら
設
定
可
能
と
す
る
。

以
上
の
二
つ
の
仮
定
（
返
済
資
金
制
約
と
独
占

的
競
争
）
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
外
貨
建
て
債
務

の
存
在
が
、
企
業
の
価
格
調
整
の
自
由
度
を
狭
め
、

対
外
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
実
質
為
替
レ
ー
ト
の
調

整
機
能
も
低
下
さ
せ
る
、
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

る
（
企
業
家
は
債
務
に
対
し
て
無
限
弁
済
責
任
を

負
い
、
債
務
不
履
行
・
部
分
返
済
等
は
不
可
能
と

す
る
）。

こ
の
こ
と
を
、
自
国
財
産
業
に
対
す
る
負
の
需

要
シ
ョ
ッ
ク
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
を
例
に
確
か
め
て

み
る
。
当
該
シ
ョ
ッ
ク
は
産
業
内
の
す
べ
て
の
企

業
に
及
ぶ
た
め
、
個
別
企
業
の
直
面
す
る
需
要
曲

線
は
左
方
シ
フ
ト
す
る
。
為
替
レ
ー
ト
、
賃
金
等

の
水
準
が
当
初
の
ま
ま
と
す
る
と
、
各
企
業
は
需

要
減
退
に
合
わ
せ
て
生
産
量
を
削
減
す
る
た
め
、

経
済
全
体
の
雇
用
量
も
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
雇
用
環
境
の
悪
化
は
賃
金
低
下
を
も

た
ら
す
が
、
労
働
コ
ス
ト
減
に
よ
る
収
益
性
の
改

善
を
受
け
て
企
業
の
生
産
意
欲
が
高
ま
る
た
め
、

各
企
業
は
競
っ
て
生
産
を
拡
大
し
、
雇
用
量
も
回

復
に
向
か
う
。
産
業
内
の
競
争
圧
力
よ
り
、
こ
の

過
程
で
自
国
財
の
相
対
価
格
は
低
下
（
実
質
為
替

レ
ー
ト
は
減
価
）
し
て
い
く
が
、
同
時
に
、
各
企

業
の
実
質
返
済
負
担
も
増
加
し
て
し
ま
う
（
外
貨

換
算
の
名
目
利
潤
額
が
低
下
す
る
一
方
、
外
貨
建

て
返
済
額
は
不
変
の
た
め
）。
実
質
債
務
負
担
の

増
加
に
よ
っ
て
各
企
業
の
純
利
益
（
営
業
利
益
と

債
務
返
済
額
の
差
）
が
ゼ
ロ
に
な
る
と
、
こ
れ
以

上
の
相
対
価
格
切
り
下
げ
は
（
倒
産
を
招
く
た

め
）
不
可
能
と
な
り
、
生
産
回
復
の
プ
ロ
セ
ス
は

停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
外
貨
建

て
債
務
の
存
在
は
、
相
対
価
格
変
動
に
対
す
る
企

業
の
耐
性
を
低
下
さ
せ
、
対
外
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す

る
実
質
為
替
レ
ー
ト
の
緩
衝
機
能
を
も
弱
め
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

上
記
の
効
果
を
先
来
の
基
本
枠
組
み
に
即
し
て

図
示
す
る
と
、
図
３
の
よ
う
に
な
る
（
図
の
複
雑

q

AD

F
F

Y

E

AS
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化
を
避
け
る
た
め
、
設
備
投
資
は
行
わ
れ
ず
、
総

需
要
は
消
費
と
純
輸
出
の
み
か
ら
成
る
と
す
る
）。

右
下
が
り
の
AD
曲
線
、
右
上
が
り
の
AS
曲
線
は
図

１
の
場
合
と
変
わ
ら
な
い
が
、
外
貨
建
て
債
務
の

価
格
調
整
抑
制
効
果
を
表
わ
す
曲
線
FF
（
点
線
）

が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
曲
線
FF
は
、
自
国
企
業

部
門
の
当
期
利
潤
が
債
務
返
済
額
と
ち
ょ
う
ど
一

致
す
る
条
件
を
表
わ
し
、
産
出
量
Ｙ
の
様
々
な
値

に
対
し
て
自
国
財
相
対
価
格
ｑ
が
取
り
得
る
下
限

を
与
え
て
い
る
（
こ
の
曲
線
よ
り
下
の
Ｙ
、
ｑ
の

組
み
合
わ
せ
は
実
現
不
可
能
）。

曲
線
FF
の
形
状
の
説
明
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
Ｙ
が
比
較
的
高
い
値
か
ら
減
少
し
て
い
く
と
、

雇
用
減
少
に
よ
る
賃
金
低
下
に
よ
っ
て
企
業
の
値

下
げ
余
力
が
増
す
た
め
、
ｑ
の
下
限
は
低
下
し
て

い
く
。
し
か
し
、
Ｙ
の
減
少
が
さ
ら
に
続
く
と
、

賃
金
低
下
の
効
果
以
上
に
収
入
低
迷
の
効
果
が
響

く
よ
う
に
な
っ
て
企
業
の
値
下
げ
余
力
は
減
少
に

転
じ
、
ｑ
の
下
限
も
反
転
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
結
果
、
曲
線
FF
の
形
状
は
図
３
の
よ
う
に
Ｖ
字

型
と
な
る
。

以
上
の
設
定
に
基
づ
き
、
負
の
需
要
シ
ョ
ッ
ク

（
輸
出
の
急
落
な
ど
）
の
効
果
を
図
示
す
る
と
、

図
４
の
よ
う
に
な
る
。
当
初
、
債
務
返
済
資
金
が

営
業
利
潤
で
十
分
ま
か
な
え
て
い
る
と
す
る
と
、

シ
ョ
ッ
ク
の
起
こ
る
前
の
均
衡
は
二
曲
線
AD
、
AS

の
交
点
Ｅ
で
与
え
ら
れ
、
産
出
量
はｙ
と
な
る
。

い
ま
、
自
国
財
産
業
が
負
の
需
要
シ
ョ
ッ
ク
に
見

舞
わ
れ
た
と
す
る
と
、
総
需
要
曲
線
は
AD
か
ら
AD’

（
点
線
）
へ
と
左
方
シ
フ
ト
す
る
。
価
格
が
す
べ

て
不
変
な
ら
ば
均
衡
は
AD’
上
の
点
Ｑ
へ
と
左
方
に

水
平
移
動
す
る
が
、
産
出
量
・
雇
用
量
の
減
少
と

そ
れ
に
伴
う
賃
金
コ
ス
ト
の
低
下
を
受
け
、
企
業

間
に
値
引
き
競
争
が
発
生
し
、
Ｙ
と
ｑ
の
組
み
合

わ
せ
は
右
下
へ
と
移
動
し
て
い
く
。
こ
の
過
程
で

産
出
量
は
回
復
し
て
い
く
が
、
同
時
に
自
国
財
相

対
価
格
の
低
下
（
実
質
為
替
レ
ー
ト
の
減
価
）
も

起
こ
る
た
め
、
外
貨
建
て
債
務
の
返
済
負
担
も
増

加
、
企
業
の
資
金
繰
り
も
苦
し
く
な
っ
て
い
く
。

均
衡
が
E’
点
（
AD’
と
曲
線
FF
の
交
点
）
に
到
達
す

る
と
、
企
業
の
値
下
げ
余
力
は
完
全
に
な
く
な
り
、

生
産
の
回
復
過
程
は
産
出
量
が
y’
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
停
止
し
て
し
ま
う
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
外
貨
建
て
債
務
が
ゼ

ロ
の
と
き
に
は
曲
線
FF
は
消
滅
、
均
衡
は
図
中
の

E”
点
と
な
り
、
産
出
量
は
y”
ま
で
回
復
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
（
外
貨
建
て
債
務
が
ゼ
ロ
で
な

く
と
も
微
小
な
ら
ば
、
曲
線
FF
が
は
る
か
下
方
に

位
置
す
る
た
め
、
均
衡
E”
が
実
現
す
る
可
能
性
が

高
く
な
る
）。

図
４
の
E’
、
E”
を
比
べ
る
と
、
企
業
が
外
貨
建

て
債
務
を
負
う
場
合
、
所
与
の
需
要
減
が
も
た
ら

す
相
対
価
格
の
下
落
幅
は
よ
り
小
さ
く
な
り
、
そ

の
分
、
産
出
量
の
減
少
幅
が
増
幅
さ
れ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
相
対
価
格
（
実
質
為
替
レ
ー
ト
）
の
調

整
が
完
全
な
ら
ば
、
産
出
量
は
ｙ
か
ら 

y”
に
減

少
す
る
に
と
ど
ま
る
が
、
外
貨
建
て
債
務
の
影
響

で
価
格
調
整
幅
が
制
限
さ
れ
る
場
合
、
需
給
の
調

整
の
一
部
は
数
量
調
整
に
委
ね
ら
れ
、
産
出
量
は

y”
ま
で
で
は
な
く
y’
ま
で
よ
り
大
幅
に
減
少
す
る

の
で
あ
る
。

上
述
の
モ
デ
ル
は
貨
幣
数
量
説
・
無
限
弁
済
責

任
な
ど
極
め
て
特
殊
な
仮
定
を
含
ん
で
お
り
、
現

実
を
叙
述
す
る
に
は
問
題
が
多
い
。
し
か
し
、
外

貨
建
て
債
務
の
存
在
が
、
従
来
の
需
要
サ
イ
ド
の

分
析
に
は
な
か
っ
た
不
況
増
幅
効
果
を
持
ち
う
る
、

と
い
う
点
は
留
意
に
値
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
関
す
る
、
よ
り
一
般
的
な
吟
味
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

（ 

ふ
る
や　

か
く
／
大
東
文
化
大
学
経
済
学
部

准
教
授
）
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